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屋外では、わか草会による「カルメ焼き」（写

真左）と、青年団による「巨大シャボン玉」に

チャレンジ！上手くできたかな？ 

九州電力の電気自転

車。一定量発電する

と、モニターに自分の

姿が映し出される仕組

み。 

多良木町小・中学校

コーナーでは、「くる

くるシャボン玉」など

６コーナーを体験。 

南 稜 高 校 は、「ス ー

パーボール」作りなど

を指導しました。 

多良木高校は「エコ工

作」が テ ー マ。ソ ー

ラーカーや、空気砲の

体験コーナーを用意し

ました。 

毎回参加している球磨工業高校は、おなじみの
「マイコンカー」や、バドミントンのシャトル
を的に入れる「シャトルロボット」（写真左）
など、たくさんのロボットを用意。子供達も満
喫していました。 

北九州市立大学の山本郁夫教授研究室による「ベル
シオン型飛行艇」（写真左）の飛行模様。東海大学
のコーナーでは「モッツァレラチーズ」作りを体験
しました。どんどん伸びるチーズにニッコリ。 

 サイエンス＆テクノロジーの祭典「第５回サイテク祭」（尾前

祐二実行委員長）が、１２月５日に多良木町の町民体育館で開催

されました。これは多良木町青少年育成会議（会長：松下正壽

さん）が主催したもので、平成２２年こども夢基金から助成を受

けた事業です。地元小・中学校や高校はもとより、九州内の大

学や企業も参加。“理科離れ”が進んでいるといわれる子供達

に、ロボット操作や実験を通じて、科学の面白さ、身近なも

の、と感じとってもらうのが狙いです。 

 参加した多良木小学校５年の佐藤奈々子ちゃんは「テムザック

４はいろいろ動かせておもしろかった。携帯で動かせるのがほし

い。」、弟の奏起 (５歳）くん「ロボットを動かせて楽しかっ

た。」また、北崎雅也君（久米小学校４年）テムザックを操作し

てみて、「思ったより難しかったけど、将来の夢は科学者なの

で、未来の為に慣れておこうと思いました。」 

子供達に人気だった、テムザック（株）の「テムザック０

４」（写真左）を操作したり、４足歩行ロボット「番竜」と

触れ合えた、ロボットステージショー。 
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「もぞか」平成２２年１２月（毎月発行）２１９号 

  

 １２月２日(木)多良木
町多目的研修センター
(ＩＴ室)にて、多良木町
生涯学習「パソコン教
室」(講師：岩水由香
先 生 ) が 行 わ れ ま し
た。この教室は、週に
２回(火・木曜日)木曜
日は昼と夜(19時～）２
回に分けてあり、会員
はすべて違うメンバー
構成(計27名)で開催さ
れています。現在は、

ワードやエクセルを使っ
て年賀状作りをされていて、岩水先生が、プロジェクターを使って宛名の
入力や裏面の挨拶分などの説明、わからない所は１人１人丁寧に、時々
ユーモアを交えながら指導されていました。会員の尾方カツヨさんは、
「基礎的な事を学びたかったからこの教室に入会した、先生の教え方が
わかりやすい、毎週楽しみにしています」と話されていました。講師の岩
水先生は、「用語にとらわれず、わかりやすくがモットーです、会員さん
も熱心であきらめずにされているので、自分も頑張って教えています」と
答えて下さいました。岩水先生と会員さんの笑顔が沢山みられ、取材し
た自分も心が和みました。(何をするにしても楽しくないと続かない)という
事が改めてわかった教室でした。 

 1月10日は「110番の日」です。県民の方々から寄せられる110番通報は、事
件・事故の早期解決に大きな役割を果たしています。 
◎110番は「緊急時の通報用」の電話です。 
 ○事件・事故等の緊急時に使用してください。 
 ○相談事や照会など急がない用件は、警察相談電話(#9110)又は最  
  寄りの警察署に電話してください。 
  ※#9110はプッシュホン回線しか使えません。 
  ダイヤル式の電話からはO96-383-9110」又は最寄りの警察署に 
  電話してください。 
◎110番する時は 
 ○ なにが・・・何があったか(事件か、事故か) 
 ○ いつ・・・何時ころあったのか 
 ○ どこで・・・発生した場所は、目標は 
      等を落ち着いて話してください。その他必要なことは係員がお 
      尋ねします。 
◎110番通報時の心がけ 
 ○ためらわず、素早く 
  警察官の早い現場臨場が、事件解決のポイントです。 
  事件事故が発生したら、直ちに通報してください。 
 ○事件・事故の現場を詳しく 
  110番通報は、どの地域からでも全て警察本部へかかります。 
  市町村名、電話番号、付近の建物、駅・停留所等の目標物を言っ  
  てください。目標物がない場合は、付近の九州電力の電柱番号を 
  知らせてください。 
◎携帯電話による通報上の注意 
 ○車を運転しながらの通報は出来ません。必ず停車してから通報し 
  てください。 
 ○県境付近では、他県の警察本部へつながる場合があります。 
◎メール110番のかけ方 
 ○耳や言葉の不自由な方の専用メールです。 
 ○メールには、事案名・場所・住所・氏名等を入力して送信してく 
  ださい。 
 ○メールアドレス(kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp) 

 黒肥地地域婦人会（犬童畔会長）と黒肥地小学校（伊勢校長）の共

同企画で人権教育の一環として、チェロのソロパフォーマンス演奏者、

吉川よしひろさん（山形県出身）を招いてハートフルコンサートを開催さ

れ、保護者や地域のかた約１００人も参加されました。吉川さんは、生れ

ながら左耳に聴覚障害を持ち、そのハンディを乗り越え音楽家を目指

し、２００３年にニューヨークにて修行され全米にて本格的な演奏活動を

開始されました。 

 “海„や“茶摘み„を演奏しながら、曲の間で本人がいじめに遭いながら

も強い気持ちを持って、チェロの演奏者、弱者に慰問活動を続ける気持

ちを伝えられました。演奏開始から児童の真剣な表情に変わっていく姿

が見受けられました。 

（真剣な眼差しで聞き入る児童と婦人会のみなさん） 

 12月14日(火)岡原の専立寺保育園(季平聖也園長)にて、「くまもと産」果物
の地産地消に向け、子供達に果物を見て・触れて・食べる機会と魅力を伝え
る活動「みかんの会」が開催されました。 
この活動は、熊本県農林水産部 園芸課が主催で今年から幼稚園・保育園
を対象に行われています。最初に、宮原明美先生によるみかんの紙芝居が
あり、その後にＪＡ熊本果実連からみかんのプレゼントがあり、園児のみんな
は嬉しそうに手にとっていました。年長(ばら組)久保田茉夏ちゃんは「みかんの
事がいっぱい知れてよかった、みかんを食べるのが楽しみです」と答えてくれ
ました。 
季平園長は「みかんを頂いた上に、県の果物の魅力を伝える活動に 
園児と一緒に参加できてよかった、機会があればまた参加したい」とコメント、
主催代理の鳩野さんは「この活動を通して、くまもと産の果物にみんな興味・
関心をもって頂き、消費拡大に繋がれば嬉しいです」と話されていました。 

！！ 


